
蚕の繭から繊維をとる
実験を行いました。蚕の
繭は絹の原料ですが、ど
のように繊維をとるの
か、まずはスタッフで実
施。体験にかかる時間や
手間などを測り、体験講
座にできないかを考え
ていきます。

繭から糸取り2

絹繊維の抽出実験 蚕の繭を煮て、繭
から繊維を取り出している様子。
※とろろこんぶではありません。

弥生時代、弥生人は衣をまとい、染色をしていた
ようです。そんな弥生ファッションを現代の私た
ちが追体験するべく繊維の原料となる植物カラ
ムシを育てたり、染料として身近なところでタデ
アイを育て始めました。おたのしみに！（注：弥生時
代にはまだ藍染
はなかったと考
えられます）。

タデアイの種まき1 17
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学芸員がお答えするQ&Aコーナー
　　／弥生時代の地層はどれだけ深いところにある？
ミュージアムグッズ紹介／S字甕模型（A類）
弥生ムラぐらし進行中／「タデアイの種まき」他

みんなの
 こえ
みんなの
 こえ

公式WEBサイト SNS（X,instagram,Facebook）https://aichi-asahi.jp/

あいち朝日遺跡ミュージアムの情報は
公式WEBサイトやSNSをご覧ください！ 随時発信中です。

企画展やイベントの開催概
要、講演会・講座の申し込み、
学校・団体観覧の事前申込、
バーチャルオンラインツアー
などもご覧いただけます。

受付中の講演会・講座
の応募、団体申込も公
式WEBサイトからな
らお好きなタイミング
で応募ができて便利。

月替わりの古代体
験プログラムのメ
ニューや、イベント
告知などもチェック
してみてください。

ミュージアムからのおしらせ、
日々のつぶやきを投稿してい
ます。フォローよろしくおねが
いします。
https://x.com/AichiAsahiSite

写真映えする情報を中心に投
稿しています。1日限りのショ
ート動画などもお見逃しなく。
https://www.instagram.com/aichi
asahisite/

博物館というと敷居が高かったので

すが来てよかった。各種イベントもお

もしろそうなので今度は甥っ子を連れ

て来てみたいです。

（京都・女性）

私自身、大学時代の専攻が古代史で

子どもたちに古代を身近に感じてほし

くて連れて来ました。ここは見学施設

としてすばらしいです。

（瀬戸市・男性）

松山から来ましたがサヌカイトは四国

の石のイメージだったのでここで見ら

れるとは思わなかったです！清洲城

とセットでとても勉強になった。

（愛媛県・女性）

史跡貝殻山貝塚交流館では図書コー

ナーにおもしろい資料がたくさんある

ので思わず読んでしまい、時間があっ

という間に過ぎてしまいました。

（清須市・女性）

少し前に豊田市博物館で縄文土器を

見て、弥生時代のことを調べにこちら

に来ました。弥生土器は実用的な感じ

でまた違いますね。

（豊田市・小学5年生）

清洲城から共通券で来ました。キッズ

考古ラボの農具、銅鐸、外の竪穴住居

はよくできたレプリカですね。サクラ

のきれいな時期でうれしいです。

（台湾・男性）

来館者の皆さまからたくさんのご意見、
ご感想、よろこびの声をいただいています。
その一部を紹介します。

ここから企画が実現する？！ 弥生人チャレンジ

弥生ムラぐらし
　 　　進行中

スタッフによる

作業の様子を
ご覧いただけます！　

カラムシやタデアイは史跡貝殻山貝塚交
流館前の花壇で育てています。成長を見
守ってください！

弥生人の生活を想像して、いろいろなことにスタッ
フが挑戦する企画。うまくいけばみんなと一緒に楽
しめる企画として実現するかも？！みなさんが知っ
てる弥生体験、情報提供もお待ちしています。

企画展

シリーズ／発掘ファイルNo.1「貝殻山貝塚（前編）」
ミュージアム再発見「巴形銅器」
ミュージアムの草花お花実ガイド／7～9月
弥生ムラづくりプロジェクトレポート／「田起こし体験」

シリーズ／発掘ファイルNo.1「貝殻山貝塚（前編）」
ミュージアム再発見「巴形銅器」
ミュージアムの草花お花実ガイド／7～9月
弥生ムラづくりプロジェクトレポート／「田起こし体験」

シリーズ／発掘ファイルNo.1「貝殻山貝塚（前編）」
ミュージアム再発見「巴形銅器」
ミュージアムの草花お花実ガイド／7～9月
弥生ムラづくりプロジェクトレポート／「田起こし体験」

すでに体験水田でのコメづくり、土器づくり、土器炊飯は当館で毎年恒例行事となっていますが、ほかにも弥生時代には植物を育てて編んだり、染色をしていたと考えられます。 
そうした弥生人のような生活がどこまでできるのかスタッフで実験しています。うまくいくのかどうか、そんな試行錯誤する様子も紹介していきます。

あいぞめ
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■ 企画展開催中に開催したイベント

期間 2025年4月26日（土）～6月22日（日）　場所 あいち朝日遺跡ミュージアム本館・企画展示室

変化していくかが少しでもわかるように
との思いから、壁面ケース全面にＳ字甕
を並べました。そのほか、ちょっとかわっ
たＳ字甕ということで、口縁が山陰地方
の土器の影響を受けてＳ字状でなくなっ
てしまったＳ字甕、Ｓ字状の口縁をもつ
手焙形土器、Ｓ字甕のミニチュア土器を
紹介しました。
　ワークショップでは、土器の模様、作
り方、使い方の3つの観点からＳ字甕に
ついての解説をおこない、また破片なら
ではの土器の裏面や内部も観察しまし
た。講演会・ヒストリーカフェでは、Ｓ字
甕が出土する時期や場所を追いかけるこ
とでわかる、当時の社会情勢についての
話をしていただきました。講演等をきい
ていただくことで、Ｓ字甕に対するみな
さんの見る目が変わったのではないで
しょうか。
　他県の博物館等の展示を見に行った
ときに、「東海系の土器」として「Ｓ字
甕」が1点だけ展示してある、というのを

見かけることがあります。今回の展示を
見た後に、そのような展示を見つけるこ
とができたら、あなたは立派な「Ｓ字甕
マスター」です。是非探してみてくださ
い。
　またミュージアムショップでは、おそら
く他の博物館等ではみかけないであろ
う、Ｓ字甕のグッズを販売しています。
（担当者はすべてのＳ字甕グッズを机の
上にそろえております！）是非手に取って
みていただけると幸いです。

（松本彩）

　みなさんは「Ｓ字甕」の名をきいたこ
とがありますか？朝日遺跡からもＳ字甕
は出土していますが、特徴的な土器であ
るのに、意外と知られていないように思
います。本企画展は、Ｓ字甕だけに焦点
をあてたおそらく全国で初めての展示と
なりました。
　発掘調査の際、遺物は破片の状態で
出土することが多いのですが、Ｓ字甕は
その特徴から、すぐにＳ字甕であるとわ
かります。ただし、全体がわかるほど破
片がそろっていることは稀です。今回の
展示のため、三重県、愛知県内で出土し
たＳ字甕のうち、上から下までそろってい
る資料をひたすら探しました。報告書に
掲載されている資料写真では完全な形
のようにみえても、実際に資料を確認す
ると資料の後ろ半分がなく、展示のため
に輸送する途中で破損してしまう可能性
があるため、展示を断念せざるをえな
かった資料も多々あります。
　今回の展示では、Ｓ字甕がどのように

その名はS字甕！

企画展　「Ｓ字甕」というとても薄い甕が　流行っていた件
　弥生時代終末期から古墳時代前期にかけて、伊勢

地域・尾張地域では、「Ｓ字状口縁台付甕」（以下

「Ｓ字甕」）と呼ばれる特徴的な土器が流行しまし

た。アルファベットの「Ｓ」のように屈曲する口縁を持ち、主に煮炊

きに使われた土器です。それまでの土器に比べ非常に薄く作られて

おり、高度な製作技術を垣間見ることができます。また、Ｓ字甕は

デザインが規格化された先進的な土器であるとともに、祭祀儀礼

や地域の社会情勢を反映し、ときに人々の移動・交流を物語る重要

な考古学的資料でもあります。

　本企画展では、Ｓ字甕の誕生から終焉までの変遷を紹介し、弥生

時代から古墳時代にかけての伊勢湾沿岸の地域社会の変化につい

て考えました。

主旨

重要文化財７点を含む、朝日遺跡の主要なＳ字甕を展示しました。

愛知県埋蔵文化財調査センター（弥富市）、三重県埋蔵文化財セ
ンター（三重県多気郡明和町）、一宮市博物館（一宮市）が所蔵・
保管する資料を展示し、Ｓ字甕の誕生から終焉までの変遷を紹介しました。

関連する講演会・講座では、Ｓ字甕を通して古墳時代初めの伊勢湾沿岸を取り巻く社会情勢について考えました。また、Ｓ字甕
の特徴を知るためのワークショップを開催しました。

1

2

3

企画展の解説動画を放映しました

企画展中は当館本館の休憩スペースにて
企画展担当者による解説動画を放映しました。

※応募詳細は裏面をご参照ください。［ 関連講演会等 ］

「列島を駆けるＳ字甕 －弥生時代から古墳時代へ－」
講師／原田　幹(あいち朝日遺跡ミュージアム館長)

315月 日
土

講座ヒストリーカフェ

86月 日
日

講　演　会

定員

25人

定員

50人
「２世紀に登場した画期的な器・Ｓ字甕ストーリー」
講師／赤塚　次郎氏（NPO法人古代邇波の里・文化遺産ネットワーク理事長）

4.26 22
2025

6.土 日

企 画 展
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とても が

っていた件

えす   じ　 がめ

えす   じ　 がめ

に　わ

SNSもご覧ください

https://aichi-asahi.jp/〒452-0932 愛知県清須市朝日貝塚１番地　TEL.052-409-1467
■開館時間／9：30～17：00　
■休館日／毎週月曜日（祝休日の場合、翌平日）  ※5月5日（月・祝）、6日（火・振替休日）は開館し、翌7日（水）は休館します。
■駐車場／15台

本企画展の見どころ・ポイント

次回の企画展のお知らせ／7月19日（土）～9月15日（月・祝）にて企画展「弥生人といきもの2025　虫のおしらせ」を開催します。小学生のお子様にも読みやすい解説で、
朝日遺跡出土の虫から分かる弥生時代の環境変化の話や、他遺跡の虫の痕跡、虫を表した祭祀具など、虫と人との関係史を紹介します。

毎回、企画展に関連して著名な講師をお招きして行う講演会、コーヒーを飲みながら当館学芸員による話をたのしむ講座ヒストリーカフェなどを開催しています。
次回の開催内容については公式WEBサイト（https://aichi-asahi.jp/）をご確認ください。

企画展をよりたのしめる講演会や講座を開催
講演会・講座

2025年6月8日（日）午後1時30分から午後3時まで
赤塚 次郎 氏（NPO法人古代邇波の里・文化遺産ネット
ワーク理事長）

日  時

講  師

「２世紀に登場した画期的な器・Ｓ字甕ストーリー」
講演会

あか つか じ  ろう に　 わ

2025年4月29日（火・祝）、5月4日（日・祝）、5月18日（日）
①午前10時30分から ②午後1時30分から
③午後3時から　（各日3回開催、各回30分）　　　　
松本 彩（あいち朝日遺跡ミュージアム学芸員）

日  時

講  師

「Ｓ字甕をさわってみよう！」
ワークショップ

まつもと あや

2025年5月31日（土）
午後1時30分から午後2時30分まで
原田 幹（あいち朝日遺跡ミュージアム館長）

日  時

講  師

「列島を駆けるＳ字甕－弥生時代から古墳時代へ－」
講座ヒストリーカフェ

はら  だ もとき

講演会 講座ヒストリーカフェ ワークショップ

■ 開催予定のイベント

弥生時代の盛り付け用の土器「高坏」を
作ります。作った高坏はご自宅のオーブ
ンで焼成して、小物置きにもできます。

高坏づくり

［時間］
15：00～（約60分）
［教材費］
450円
各回先着 10名

7月

※粘土で服が汚れる可能
性があります。あらか
じめご了承ください。

火起こし体験、カラフル勾玉作りに加え、月替わりで開催の土日祝限定メニューです。（写真は作例）
古代体験プログラム

蚕の繭を使って造花（シルクフラワー）を
作ります。制作途中で繭のつくりを間近
で観察してみましょう。

繭玉で造花をつくろう

［時間］
15：00～（約45分）
［教材費］
150円
各回先着 10名

8月

※体験で千枚通しやはさ
みを使います。小さな
お子様から目を離さな
いでください。

鹿の角をやすりで削って釣針を作りま
す。完成した釣針は、アクセサリーにでき
ます。

鹿角で釣針づくり

［時間］
15：00～（約60分）
［教材費］
50円
各回先着 10名

9月

※金やすりを使います。先
がとがったものもあり
ますので、ケガにご注意
ください。

まゆだま

かいこ

えす  じ  じょうこうえんだいつきがめ

えす じ  がめ

て あぶりがた  ど  き
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■ 企画展開催中に開催したイベント

期間 2025年4月26日（土）～6月22日（日）　場所 あいち朝日遺跡ミュージアム本館・企画展示室

変化していくかが少しでもわかるように
との思いから、壁面ケース全面にＳ字甕
を並べました。そのほか、ちょっとかわっ
たＳ字甕ということで、口縁が山陰地方
の土器の影響を受けてＳ字状でなくなっ
てしまったＳ字甕、Ｓ字状の口縁をもつ
手焙形土器、Ｓ字甕のミニチュア土器を
紹介しました。
　ワークショップでは、土器の模様、作
り方、使い方の3つの観点からＳ字甕に
ついての解説をおこない、また破片なら
ではの土器の裏面や内部も観察しまし
た。講演会・ヒストリーカフェでは、Ｓ字
甕が出土する時期や場所を追いかけるこ
とでわかる、当時の社会情勢についての
話をしていただきました。講演等をきい
ていただくことで、Ｓ字甕に対するみな
さんの見る目が変わったのではないで
しょうか。
　他県の博物館等の展示を見に行った
ときに、「東海系の土器」として「Ｓ字
甕」が1点だけ展示してある、というのを

見かけることがあります。今回の展示を
見た後に、そのような展示を見つけるこ
とができたら、あなたは立派な「Ｓ字甕
マスター」です。是非探してみてくださ
い。
　またミュージアムショップでは、おそら
く他の博物館等ではみかけないであろ
う、Ｓ字甕のグッズを販売しています。
（担当者はすべてのＳ字甕グッズを机の
上にそろえております！）是非手に取って
みていただけると幸いです。

（松本彩）

　みなさんは「Ｓ字甕」の名をきいたこ
とがありますか？朝日遺跡からもＳ字甕
は出土していますが、特徴的な土器であ
るのに、意外と知られていないように思
います。本企画展は、Ｓ字甕だけに焦点
をあてたおそらく全国で初めての展示と
なりました。
　発掘調査の際、遺物は破片の状態で
出土することが多いのですが、Ｓ字甕は
その特徴から、すぐにＳ字甕であるとわ
かります。ただし、全体がわかるほど破
片がそろっていることは稀です。今回の
展示のため、三重県、愛知県内で出土し
たＳ字甕のうち、上から下までそろってい
る資料をひたすら探しました。報告書に
掲載されている資料写真では完全な形
のようにみえても、実際に資料を確認す
ると資料の後ろ半分がなく、展示のため
に輸送する途中で破損してしまう可能性
があるため、展示を断念せざるをえな
かった資料も多々あります。
　今回の展示では、Ｓ字甕がどのように

その名はS字甕！

企画展　「Ｓ字甕」というとても薄い甕が　流行っていた件
　弥生時代終末期から古墳時代前期にかけて、伊勢

地域・尾張地域では、「Ｓ字状口縁台付甕」（以下

「Ｓ字甕」）と呼ばれる特徴的な土器が流行しまし

た。アルファベットの「Ｓ」のように屈曲する口縁を持ち、主に煮炊

きに使われた土器です。それまでの土器に比べ非常に薄く作られて

おり、高度な製作技術を垣間見ることができます。また、Ｓ字甕は

デザインが規格化された先進的な土器であるとともに、祭祀儀礼

や地域の社会情勢を反映し、ときに人々の移動・交流を物語る重要

な考古学的資料でもあります。

　本企画展では、Ｓ字甕の誕生から終焉までの変遷を紹介し、弥生

時代から古墳時代にかけての伊勢湾沿岸の地域社会の変化につい

て考えました。

主旨

重要文化財７点を含む、朝日遺跡の主要なＳ字甕を展示しました。

愛知県埋蔵文化財調査センター（弥富市）、三重県埋蔵文化財セ
ンター（三重県多気郡明和町）、一宮市博物館（一宮市）が所蔵・
保管する資料を展示し、Ｓ字甕の誕生から終焉までの変遷を紹介しました。

関連する講演会・講座では、Ｓ字甕を通して古墳時代初めの伊勢湾沿岸を取り巻く社会情勢について考えました。また、Ｓ字甕
の特徴を知るためのワークショップを開催しました。

1

2

3

企画展の解説動画を放映しました

企画展中は当館本館の休憩スペースにて
企画展担当者による解説動画を放映しました。

※応募詳細は裏面をご参照ください。［ 関連講演会等 ］

「列島を駆けるＳ字甕 －弥生時代から古墳時代へ－」
講師／原田　幹(あいち朝日遺跡ミュージアム館長)

315月 日
土

講座ヒストリーカフェ

86月 日
日

講　演　会

定員

25人

定員

50人
「２世紀に登場した画期的な器・Ｓ字甕ストーリー」
講師／赤塚　次郎氏（NPO法人古代邇波の里・文化遺産ネットワーク理事長）
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6.土 日

企 画 展
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SNSもご覧ください

https://aichi-asahi.jp/〒452-0932 愛知県清須市朝日貝塚１番地　TEL.052-409-1467
■開館時間／9：30～17：00　
■休館日／毎週月曜日（祝休日の場合、翌平日）  ※5月5日（月・祝）、6日（火・振替休日）は開館し、翌7日（水）は休館します。
■駐車場／15台

本企画展の見どころ・ポイント

次回の企画展のお知らせ／7月19日（土）～9月15日（月・祝）にて企画展「弥生人といきもの2025　虫のおしらせ」を開催します。小学生のお子様にも読みやすい解説で、
朝日遺跡出土の虫から分かる弥生時代の環境変化の話や、他遺跡の虫の痕跡、虫を表した祭祀具など、虫と人との関係史を紹介します。

毎回、企画展に関連して著名な講師をお招きして行う講演会、コーヒーを飲みながら当館学芸員による話をたのしむ講座ヒストリーカフェなどを開催しています。
次回の開催内容については公式WEBサイト（https://aichi-asahi.jp/）をご確認ください。

企画展をよりたのしめる講演会や講座を開催
講演会・講座

2025年6月8日（日）午後1時30分から午後3時まで
赤塚 次郎 氏（NPO法人古代邇波の里・文化遺産ネット
ワーク理事長）

日  時

講  師

「２世紀に登場した画期的な器・Ｓ字甕ストーリー」
講演会

あか つか じ  ろう に　 わ

2025年4月29日（火・祝）、5月4日（日・祝）、5月18日（日）
①午前10時30分から ②午後1時30分から
③午後3時から　（各日3回開催、各回30分）　　　　
松本 彩（あいち朝日遺跡ミュージアム学芸員）

日  時

講  師

「Ｓ字甕をさわってみよう！」
ワークショップ

まつもと あや

2025年5月31日（土）
午後1時30分から午後2時30分まで
原田 幹（あいち朝日遺跡ミュージアム館長）

日  時

講  師

「列島を駆けるＳ字甕－弥生時代から古墳時代へ－」
講座ヒストリーカフェ

はら  だ もとき

講演会 講座ヒストリーカフェ ワークショップ

■ 開催予定のイベント

弥生時代の盛り付け用の土器「高坏」を
作ります。作った高坏はご自宅のオーブ
ンで焼成して、小物置きにもできます。

高坏づくり

［時間］
15：00～（約60分）
［教材費］
450円
各回先着 10名

7月

※粘土で服が汚れる可能
性があります。あらか
じめご了承ください。

火起こし体験、カラフル勾玉作りに加え、月替わりで開催の土日祝限定メニューです。（写真は作例）
古代体験プログラム

蚕の繭を使って造花（シルクフラワー）を
作ります。制作途中で繭のつくりを間近
で観察してみましょう。

繭玉で造花をつくろう

［時間］
15：00～（約45分）
［教材費］
150円
各回先着 10名

8月

※体験で千枚通しやはさ
みを使います。小さな
お子様から目を離さな
いでください。

鹿の角をやすりで削って釣針を作りま
す。完成した釣針は、アクセサリーにでき
ます。

鹿角で釣針づくり

［時間］
15：00～（約60分）
［教材費］
50円
各回先着 10名

9月

※金やすりを使います。先
がとがったものもあり
ますので、ケガにご注意
ください。

まゆだま

かいこ

えす  じ  じょうこうえんだいつきがめ

えす じ  がめ

て あぶりがた  ど  き
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骨角器など、弥生時代の生活を知る豊富な
遺物が出土しました。
　さらに、発掘調査終了間際には、貝層か
ら体を折り曲げた2体の人骨がみつかりま
した。愛知県で初めて出土した弥生時代の
人骨です。

　この発掘調査の成果を受け、区画道路の
計画は一部変更され、貝殻山貝塚は公園と
して保存されることになりました。そして、
文化庁との協議が行われ、1971年12月、公
園として保存された10,169.4㎡が「貝殻山
貝塚」として国の史跡に指定されたのです。
　1975（昭和50）年、貝殻山貝塚は史跡
公園として整備され、史跡のガイダンス施
設である愛知県清洲貝殻山貝塚資料館（あ
いち朝日遺跡ミュージアムの前身）が開館
しました。　　　　　　　　      （原田幹）

知っておくと便利！

土器や陶磁器の中で、口が広く大きな
容器を甕、口が小さくすぼまっている容
器を壺、と呼びます。弥生土器の場合、
甕は主に炊飯や調理に使われ、壺は米
や酒などを入れる保存容器として使わ
れました。本誌企画展の記事でご紹介
しているＳ字甕も甕の一種であり、日々
の炊飯で使われた実用品でした。Ｓ字
甕を火にかけると、胴は火を浴びスス
だらけになりますが、直接火が当たら
ない脚台にはススがつきません。壺に
は日常用の他、マツリで酒などを供える
ため使われた祭祀用があります。特に
精緻な造りであったり、絵が描かれた
壺は祭祀用と考えられています。

（田中恵美）

かめとつぼ
甕と壺

あいち朝日遺跡ミュージアムのスタッフが改めて
みなさまに見てほしい注目スポットを紹介します。

改めて知ると朝日遺跡のことがもっと好きになる？！

巴形銅器
今回はミュージアム再発見

初めて見られた方から「手裏剣？」と尋
ねられることが多い、青銅器。たしか
に単体では用途はわかりづらいです
が、戦いで身を守る盾に付けるなど護
身・魔除けの意味があったのではない
かと言われます。この奇妙な形はスイ
ジガイという大きな貝が由来。沖縄で

は家の軒先にスイジガイを魔除けとし
て吊るす習慣が残っています。何気な
く見ていたドラマのシーンでスイジガ
イを見かけた時は驚きました。弥生時
代にルーツがある風習と知ると感動し
ませんか？！この巴形銅器は基本展示
室でご覧いただけます。

↑これまでには巴形銅器をモ
チーフにしたグッズをつくり
ました。よく見ると当館ガラス
窓にも巴形銅器があしらわれ
ています！

屋外では季節ごとに入れ替わる草花に注目してみよう！

あいち朝日遺跡ミュージアムを楽しむなら
季節ごとに移り変わる植栽・草花にも注目して屋外史跡も見てみよう！

在来種のヌスビトハギによく似た、北ア
メリカ原産の外来種で、関東以西に多い
とされています。園地の隅でもピンク色
のきれいな花を咲かせますが、熟した種
子の表面にはカギ状の毛が生えており、
衣服に付くとなかなか落とせません。

アレチヌスビトハギ(荒地盗人萩)
公園などによく見られる多年草で、繁
殖力が強いことから、一族の繁栄を願
う武家の家紋にもよく用いられまし
た。葉にはシュウ酸が含まれており、少
し酸っぱい味がしますが、この成分は
銅の錆びを落とす効果があります。

カタバミ(片喰)
東南アジアに広く分布する水田の雑草
で、水草のホテイアオイの仲間です。日
本には稲作とともに伝来した「史前帰
化植物」と考えられており、茎や葉は古
くから食用にされてきました。万葉集
にも「水葱」の名で登場しています。

コナギ(小水葱)

7～9月

国指定史跡　貝殻山貝塚

貝殻山貝塚（前編）～朝日遺跡の出発点～

朝日遺跡の発掘調査から考古学研究のターニングポイントとなった
朝日遺跡の発掘調査出土品について紹介します。

File No.1発掘
ファイル

ミュージアムの草花お花実ガイドミュージアムの草花お花実ガイドミュージアムの草花お花実ガイド
は な     みは な     みは な     み

　あいち朝日遺跡ミュージアムの敷地内に
小さな塚のような高まりがあります。この
小山は、「貝殻山貝塚」と呼ばれ、朝日遺跡
において最初に発掘調査が行われた場所
です。また、この地点は、後に「朝日遺跡」
と呼ばれる巨大な集落において、人々が最
初に生活を営んだ場所でもあります。貝殻
山貝塚は二つの意味で朝日遺跡の出発点
となった重要な場所といえるでしょう。
　1929（昭和4）年、この地域の教師加藤
務は貝殻山を発掘調査し、ハマグリ、カキ、
シジミを含む貝塚であることを明らかに
し、その成果は、翌年刊行された『愛知県
の新石器時代』に紹介されました。
　昭和20年代には、個人、大学による学術 
調査がさかんに行われ、貝塚の最下層の土
器群は、東海地方の弥生土器として最も古

い様相をもつことが明らかになりました。
貝殻山貝塚は、尾張地方最古の弥生遺跡と
して、また、西日本を中心とする前期弥生
文化東限の遺跡として学界で注目されるよ
うになりました。
　愛知県は、1968（昭和43）年に貝殻山
貝塚及び検見塚の二つの貝塚を県史跡に
指定し保護を図ることにしました。しかし、
貝殻山貝塚周辺で計画された土地改良工
事により、貝殻山貝塚は存続の危機を迎え
ることになります。
　愛知県と清洲町（現清須市）は、1971（昭
和46）年3月から6月にかけて、遺跡の現況
を把握するための発掘調査を行いました。
この調査では、弥生時代前期から中期初頭
の貝層や遺物包含層が確認され、遠賀川
系土器を中心とする弥生土器の他、石器、

巴形銅器：朝日遺跡（重要文化財 金属製品（青銅） 弥生時代後期）

発掘された人骨

貝殻山貝塚（1971年撮影）

ミュージアム本館廊下では史跡内で注目してほしい草花を紹介する「お花実ガイド」のコーナーを設けています。植栽もヤブツバキや桑の木、シイノキなど弥生時代にも通
じるものを植えてあります。お花実ガイドを手に散策もできます。季節で自然に入れ替わる屋外展示としておたのしみください。

古くは、周囲より高くなった場所を単に「山」と称し、人が関与した盛土の時は、特に「塚」と呼んだようです。この用法からみると、「貝殻山」は、当初は、貝殻が多く出土する
正体不明の高まりとして知られていたものが、考古学的な調査により、はじめて人が関与した貝「塚」として認められたということになります。

7月頃 8月頃 9月頃

け　み

しゅ  り  けん

な   ぎ
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骨角器など、弥生時代の生活を知る豊富な
遺物が出土しました。
　さらに、発掘調査終了間際には、貝層か
ら体を折り曲げた2体の人骨がみつかりま
した。愛知県で初めて出土した弥生時代の
人骨です。

　この発掘調査の成果を受け、区画道路の
計画は一部変更され、貝殻山貝塚は公園と
して保存されることになりました。そして、
文化庁との協議が行われ、1971年12月、公
園として保存された10,169.4㎡が「貝殻山
貝塚」として国の史跡に指定されたのです。
　1975（昭和50）年、貝殻山貝塚は史跡
公園として整備され、史跡のガイダンス施
設である愛知県清洲貝殻山貝塚資料館（あ
いち朝日遺跡ミュージアムの前身）が開館
しました。　　　　　　　　      （原田幹）

知っておくと便利！

土器や陶磁器の中で、口が広く大きな
容器を甕、口が小さくすぼまっている容
器を壺、と呼びます。弥生土器の場合、
甕は主に炊飯や調理に使われ、壺は米
や酒などを入れる保存容器として使わ
れました。本誌企画展の記事でご紹介
しているＳ字甕も甕の一種であり、日々
の炊飯で使われた実用品でした。Ｓ字
甕を火にかけると、胴は火を浴びスス
だらけになりますが、直接火が当たら
ない脚台にはススがつきません。壺に
は日常用の他、マツリで酒などを供える
ため使われた祭祀用があります。特に
精緻な造りであったり、絵が描かれた
壺は祭祀用と考えられています。

（田中恵美）

かめとつぼ
甕と壺

あいち朝日遺跡ミュージアムのスタッフが改めて
みなさまに見てほしい注目スポットを紹介します。

改めて知ると朝日遺跡のことがもっと好きになる？！

巴形銅器
今回はミュージアム再発見

初めて見られた方から「手裏剣？」と尋
ねられることが多い、青銅器。たしか
に単体では用途はわかりづらいです
が、戦いで身を守る盾に付けるなど護
身・魔除けの意味があったのではない
かと言われます。この奇妙な形はスイ
ジガイという大きな貝が由来。沖縄で

は家の軒先にスイジガイを魔除けとし
て吊るす習慣が残っています。何気な
く見ていたドラマのシーンでスイジガ
イを見かけた時は驚きました。弥生時
代にルーツがある風習と知ると感動し
ませんか？！この巴形銅器は基本展示
室でご覧いただけます。

↑これまでには巴形銅器をモ
チーフにしたグッズをつくり
ました。よく見ると当館ガラス
窓にも巴形銅器があしらわれ
ています！

屋外では季節ごとに入れ替わる草花に注目してみよう！

あいち朝日遺跡ミュージアムを楽しむなら
季節ごとに移り変わる植栽・草花にも注目して屋外史跡も見てみよう！

在来種のヌスビトハギによく似た、北ア
メリカ原産の外来種で、関東以西に多い
とされています。園地の隅でもピンク色
のきれいな花を咲かせますが、熟した種
子の表面にはカギ状の毛が生えており、
衣服に付くとなかなか落とせません。

アレチヌスビトハギ(荒地盗人萩)
公園などによく見られる多年草で、繁
殖力が強いことから、一族の繁栄を願
う武家の家紋にもよく用いられまし
た。葉にはシュウ酸が含まれており、少
し酸っぱい味がしますが、この成分は
銅の錆びを落とす効果があります。

カタバミ(片喰)
東南アジアに広く分布する水田の雑草
で、水草のホテイアオイの仲間です。日
本には稲作とともに伝来した「史前帰
化植物」と考えられており、茎や葉は古
くから食用にされてきました。万葉集
にも「水葱」の名で登場しています。

コナギ(小水葱)

7～9月

国指定史跡　貝殻山貝塚

貝殻山貝塚（前編）～朝日遺跡の出発点～

朝日遺跡の発掘調査から考古学研究のターニングポイントとなった
朝日遺跡の発掘調査出土品について紹介します。

File No.1発掘
ファイル

ミュージアムの草花お花実ガイドミュージアムの草花お花実ガイドミュージアムの草花お花実ガイド
は な     みは な     みは な     み

　あいち朝日遺跡ミュージアムの敷地内に
小さな塚のような高まりがあります。この
小山は、「貝殻山貝塚」と呼ばれ、朝日遺跡
において最初に発掘調査が行われた場所
です。また、この地点は、後に「朝日遺跡」
と呼ばれる巨大な集落において、人々が最
初に生活を営んだ場所でもあります。貝殻
山貝塚は二つの意味で朝日遺跡の出発点
となった重要な場所といえるでしょう。
　1929（昭和4）年、この地域の教師加藤
務は貝殻山を発掘調査し、ハマグリ、カキ、
シジミを含む貝塚であることを明らかに
し、その成果は、翌年刊行された『愛知県
の新石器時代』に紹介されました。
　昭和20年代には、個人、大学による学術 
調査がさかんに行われ、貝塚の最下層の土
器群は、東海地方の弥生土器として最も古

い様相をもつことが明らかになりました。
貝殻山貝塚は、尾張地方最古の弥生遺跡と
して、また、西日本を中心とする前期弥生
文化東限の遺跡として学界で注目されるよ
うになりました。
　愛知県は、1968（昭和43）年に貝殻山
貝塚及び検見塚の二つの貝塚を県史跡に
指定し保護を図ることにしました。しかし、
貝殻山貝塚周辺で計画された土地改良工
事により、貝殻山貝塚は存続の危機を迎え
ることになります。
　愛知県と清洲町（現清須市）は、1971（昭
和46）年3月から6月にかけて、遺跡の現況
を把握するための発掘調査を行いました。
この調査では、弥生時代前期から中期初頭
の貝層や遺物包含層が確認され、遠賀川
系土器を中心とする弥生土器の他、石器、

巴形銅器：朝日遺跡（重要文化財 金属製品（青銅） 弥生時代後期）

発掘された人骨

貝殻山貝塚（1971年撮影）

ミュージアム本館廊下では史跡内で注目してほしい草花を紹介する「お花実ガイド」のコーナーを設けています。植栽もヤブツバキや桑の木、シイノキなど弥生時代にも通
じるものを植えてあります。お花実ガイドを手に散策もできます。季節で自然に入れ替わる屋外展示としておたのしみください。

古くは、周囲より高くなった場所を単に「山」と称し、人が関与した盛土の時は、特に「塚」と呼んだようです。この用法からみると、「貝殻山」は、当初は、貝殻が多く出土する
正体不明の高まりとして知られていたものが、考古学的な調査により、はじめて人が関与した貝「塚」として認められたということになります。

7月頃 8月頃 9月頃
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蚕の繭から繊維をとる
実験を行いました。蚕の
繭は絹の原料ですが、ど
のように繊維をとるの
か、まずはスタッフで実
施。体験にかかる時間や
手間などを測り、体験講
座にできないかを考え
ていきます。

繭から糸取り2

絹繊維の抽出実験 蚕の繭を煮て、繭
から繊維を取り出している様子。
※とろろこんぶではありません。

弥生時代、弥生人は衣をまとい、染色をしていた
ようです。そんな弥生ファッションを現代の私た
ちが追体験するべく繊維の原料となる植物カラ
ムシを育てたり、染料として身近なところでタデ
アイを育て始めました。おたのしみに！（注：弥生時
代にはまだ藍染
はなかったと考
えられます）。

タデアイの種まき1 17
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朝日遺跡だより朝日遺跡だより

学芸員がお答えするQ&Aコーナー
　　／弥生時代の地層はどれだけ深いところにある？
ミュージアムグッズ紹介／S字甕模型（A類）
弥生ムラぐらし進行中／「タデアイの種まき」他

みんなの
 こえ
みんなの
 こえ

公式WEBサイト SNS（X,instagram,Facebook）https://aichi-asahi.jp/

あいち朝日遺跡ミュージアムの情報は
公式WEBサイトやSNSをご覧ください！ 随時発信中です。

企画展やイベントの開催概
要、講演会・講座の申し込み、
学校・団体観覧の事前申込、
バーチャルオンラインツアー
などもご覧いただけます。

受付中の講演会・講座
の応募、団体申込も公
式WEBサイトからな
らお好きなタイミング
で応募ができて便利。

月替わりの古代体
験プログラムのメ
ニューや、イベント
告知などもチェック
してみてください。

ミュージアムからのおしらせ、
日々のつぶやきを投稿してい
ます。フォローよろしくおねが
いします。
https://x.com/AichiAsahiSite

写真映えする情報を中心に投
稿しています。1日限りのショ
ート動画などもお見逃しなく。
https://www.instagram.com/aichi
asahisite/

博物館というと敷居が高かったので

すが来てよかった。各種イベントもお

もしろそうなので今度は甥っ子を連れ

て来てみたいです。

（京都・女性）

私自身、大学時代の専攻が古代史で

子どもたちに古代を身近に感じてほし

くて連れて来ました。ここは見学施設

としてすばらしいです。

（瀬戸市・男性）

松山から来ましたがサヌカイトは四国

の石のイメージだったのでここで見ら

れるとは思わなかったです！清洲城

とセットでとても勉強になった。

（愛媛県・女性）

史跡貝殻山貝塚交流館では図書コー

ナーにおもしろい資料がたくさんある

ので思わず読んでしまい、時間があっ

という間に過ぎてしまいました。

（清須市・女性）

少し前に豊田市博物館で縄文土器を

見て、弥生時代のことを調べにこちら

に来ました。弥生土器は実用的な感じ

でまた違いますね。

（豊田市・小学5年生）

清洲城から共通券で来ました。キッズ

考古ラボの農具、銅鐸、外の竪穴住居

はよくできたレプリカですね。サクラ

のきれいな時期でうれしいです。

（台湾・男性）

来館者の皆さまからたくさんのご意見、
ご感想、よろこびの声をいただいています。
その一部を紹介します。

ここから企画が実現する？！ 弥生人チャレンジ

弥生ムラぐらし
　 　　進行中

スタッフによる

作業の様子を
ご覧いただけます！　

カラムシやタデアイは史跡貝殻山貝塚交
流館前の花壇で育てています。成長を見
守ってください！

弥生人の生活を想像して、いろいろなことにスタッ
フが挑戦する企画。うまくいけばみんなと一緒に楽
しめる企画として実現するかも？！みなさんが知っ
てる弥生体験、情報提供もお待ちしています。

企画展

シリーズ／発掘ファイルNo.1「貝殻山貝塚（前編）」
ミュージアム再発見「巴形銅器」
ミュージアムの草花お花実ガイド／7～9月
弥生ムラづくりプロジェクトレポート／「田起こし体験」

シリーズ／発掘ファイルNo.1「貝殻山貝塚（前編）」
ミュージアム再発見「巴形銅器」
ミュージアムの草花お花実ガイド／7～9月
弥生ムラづくりプロジェクトレポート／「田起こし体験」

シリーズ／発掘ファイルNo.1「貝殻山貝塚（前編）」
ミュージアム再発見「巴形銅器」
ミュージアムの草花お花実ガイド／7～9月
弥生ムラづくりプロジェクトレポート／「田起こし体験」

すでに体験水田でのコメづくり、土器づくり、土器炊飯は当館で毎年恒例行事となっていますが、ほかにも弥生時代には植物を育てて編んだり、染色をしていたと考えられます。 
そうした弥生人のような生活がどこまでできるのかスタッフで実験しています。うまくいくのかどうか、そんな試行錯誤する様子も紹介していきます。

あいぞめ


